
Ⅵ　施策等の状況
１　主な取組み　
	主な取組み
	主な事業名等
	内　　容

	府立支援学校の教育環境の充実
	知的障がい支援学校新校整備事業
	「知的障がいのある児童生徒等の教育環境に関する基本方針」（令和２年10月策定）等を踏まえ、生野支援学校の大阪わかば高校敷地内への移転・併設にかかる実施設計を行う。
また、国の「特別支援学校設置基準」の適合や教室不足の解消のために、豊能地域及び大阪市北東部における新校整備にかかる基本設計をそれぞれ行うほか、交野支援学校四條畷校の本校化に向けた整備にかかる基本計画を策定する。


	通学時間の短縮に向けた通学バスの充実
	府立支援学校通学バス運行事業
	自主通学が困難な幼児児童生徒のため、片道乗車時間60分以内を目標に通学バスを運行。
令和６年度、在籍数の増加に対応するため８台増車(合計352台)

	小・中学校における支援学級・通級指導教室の充実
	障がい種別ごとの支援学級の設置の拡充
	小・中学校において、個々の障がいにきめ細かく対応するため、障がい種別による支援学級の設置を進める。

	
	通級による指導担当教員の配置
	通常の学級に在籍する障がいのある児童生徒への指導・支援の充実を図るため、府内全市町村に通級による指導担当教員を配置。

	医療的ケアを実施する体制整備の支援
	医療的ケア実施体制整備事業
	府立支援学校において、医療的ケアを必要とする幼児児童生徒が安全安心に学校生活を送るため、法定研修を含めた研修会を実施し、教員の知識理解や学校看護師の指導技術等の向上を図る。また、関係機関等と連携し、課題等の整理を行う。

	
	医療的ケア通学支援事業
	府立学校において、通学中に医療的ケアが必要なために通学バスを利用できない等の理由により通学が困難な児童生徒等の学習機会を保障する。

	
	市町村医療的ケア等実施体制サポート事業
	学校看護師の普及・啓発や定着支援を行うとともに、医療的ケアを必要とする児童生徒や学校教育法施行令第22条の３に該当する児童生徒が新たに転入学する際の施設改修や備品購入、外部人材活用、医療的ケア等の障がいのある児童生徒の通学支援を行う市町村に対し、その経費の一部を補助する。

	企業等との連携による就労支援の充実
	就労支援アドバイザー派遣事業
	府立支援学校において、生徒の働く意欲のより早期からの醸成と、教員の就労支援に係る専門性のより一層の向上等を図るため、障がい者就労に関する有識者等を就労支援アドバイザーに任命し、学校に派遣する。

	早期からのキャリア教育の充実
	中学部生徒及び保護者を対象とした職場体験実習の実施
	府立支援学校において、中学部生徒を対象とした職場体験実習及び企業等による保護者等への講義を通じ、働くための意識づけや就労意欲の醸成に寄与し、早期から卒業後の社会的自立に向けた支援の充実を図る機会とする。

	関係部局の連携による就労支援の充実
	知的・精神障がい者を対象とした庁内職場実習
	府立支援学校等の生徒や就労支援機関等を利用する知的障がい者・精神障がい者を対象に、府庁内での職場実習を実施。

	
	部局連携による合同職員研修や学校見学会の実施
	部局（商工労働部、福祉部、教育庁）連携の合同職員研修や企業を対象とした支援学校見学会を実施し、関係機関の就労支援ネットワークの充実・強化を促進する。

	府立支援学校におけるセンター的機能の発揮
	特別支援学校教員免許法認定講習事業
	教員の特別支援学校教諭二種免許状の取得を推進するため、免許法認定講習を堺市と共催で実施（詳細はＰ55～56を参照）。

	
	支援教育地域支援整備事業
	各支援学校のリーディングスタッフが地域の小・中学校等からの要請に応えて、訪問相談等の地域支援を実施し、小・中学校等における校内支援体制の構築に係る助言及び個々の支援教育に関するニーズに応じた適切な助言・支援を行う。

	通常の学級に在籍する発達障がい等のある児童・生徒等への支援
	「市町村リーディングチーム」充実支援事業
	市町村における「リーディングチーム」のチーム力向上や、「リーディングチーム」構成メンバーの専門性向上を図り、域内の小中学校等からの支援要請に対応できる体制づくりを促進することで、支援の必要な児童生徒への即応性を高め、すべての障がいのある子どもを包容した学校づくりの推進を支援する。

	高校における障がいのある生徒への取組み
	知的障がいのある生徒の教育環境整備事業
	知的障がいのある生徒が高校において学ぶ制度として、「知的障がい生徒自立支援コース」「共生推進教室」を設置（設置校は以下を参照）。

	
	高等学校支援教育力充実事業
	自立支援推進校等から４校を支援教育サポート校と位置づけ、府立高校及び府内の私立高校への訪問・来校相談や支援教育コーディネーター連絡会を実施。また、専門家チームを設置し、必要に応じて府立高校に専門家を派遣し、指導助言等を実施。（支援教育サポート校：柴島高校、枚方なぎさ高校、松原高校、堺東高校）

	
	府立高校における通級による指導
	府立高校で学ぶ発達障がいや、その特性のある生徒を対象とした通級指導教室を府立高校11校に設置。
設置校：教育センター附属高校、野崎高校、布施高校（全日制）、富田林高校、大手前高校（全日制）、柴島高校、箕面東高校、松原高校、和泉総合高校（全日制）、岬高校、中央高校


令和６年度　自立支援推進校（知的障がい生徒自立支援コース設置校）
	学　　校　　名

	府立園芸高校
	府立阿武野高校
	府立柴島高校
	府立枚方なぎさ高校

	府立八尾翠翔高校
	府立西成高校
	府立松原高校
	府立堺東高校

	府立貝塚高校
	府立桜宮高校
	府立東淀工業高校
	


令和６年度　共生推進校（共生推進教室設置校および本校となる高等支援学校） 

	学　　校　　名
	本　　校　　名

	府立千里青雲高校
	府立とりかい高等支援学校

	府立北摂つばさ高校
	

	府立芦間高校
	府立むらの高等支援学校

	府立緑風冠高校
	

	府立枚岡樟風高校
	府立たまがわ高等支援学校

	府立金剛高校
	

	府立信太高校
	府立すながわ高等支援学校

	府立久米田高校
	

	府立東住吉高校
	府立なにわ高等支援学校

	府立今宮高校
	



